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本研究ではユーザに計量を意識させないで調理を可能にするシステム smoon を提案する．smoon
は物理的に変形するロボット型計量スプーンである．レシピデータと連動し，計量すべき量の形に

スプーンが変形することで，ユーザはただ材料を掬うだけで適切な量を計量できる．smoon によっ
てユーザはレシピにある複数の表記に注意を払う必要がなく，また計量行為をすることなく調理を

進めることができる．本論文では smoon の提案と実装について紹介し，およびそれをナビゲーショ
ンし制御する手法について議論する． 

smoon: A spoon that automatically measures ingredients required in 
digital recipes 
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We propose a novel system of measuring spoon called “smoon”, with which users can prepare dishes 
without measuring them. Smoon is a robotic measuring spoon that physically transforms itself in accordance 
with recipe data on the Internet, so that users can prepare an appropriate amount of ingredients without paying 
attention to various measuring units used in recipes. In this paper, we introduce and discuss "smoon" and 
digital recipes that navigate and control the device accordingly.  

 

1. はじめに  

	
 調理は具材や調味料の量を間違えると，味が大きく

変化したり，うまく膨らまない，焼けないなどの問題

が発生する．特に初めてする料理は，レシピを見なが

ら慎重に適切な量を入れなければ，失敗してしまうこ

ともある．しかしながら，レシピの量の表記はグラム

であったり，cc であったり，カップ，さじ，など量
と体積が混在していたり，表記もさまざまでありわか

りにくい．さらに，その表記に合わせて計量カップや

計量スプーンを利用し，適切な量を計量する必要があ

り，初心者や新しいレシピへ挑戦する際の障壁のひと

つとなっている．そこで本研究ではユーザがレシピで

の単位の表記を一切気にしなくて済み，また計る作業

を行わずに調理を可能にするシステム smoon を提案
する． 

2. smoon 

smoon は，物理的に変形するロボット型計量スプー
ンである(図 1)．物理的に変形することで，計量すべ
きサイズに変形し，計量すべき対象の量を的確に計量

できる．Web 上のデジタル化されたレシピ情報に基
づき適量を得られるように変形することで，ユーザ自

身は計量行為，計量意識が不要になる．すなわちユー

ザは smoon を利用し対象を掬うだけで，レシピの表
記や適切な量を考えずに調理すること実現できる． 

 

図1  smoon外観: 

 レシピデータに基づき自動変形する計量スプーン 

2.1 システム実装  
2.1.1 smoon 
smoonの試作は Dalla-Piazzas社の nuscup（容量変更

可能なマルチ計量スプーン）サイズ大(17cm)をベース
に改良し，Firgelli 社の Linear Actuator L-12 を組み込
んだ．これにより，モーターの制御で容量を変更でき

る．現在は Phidgets 社のサーボコントローラー
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（PhidgetAdvancedServo） を利用して制御している． 

表1  サーボモータ制御位置と容量の関係 

Motor position Volume (ml) 

80 110 

92 100 

99 90 

106 80 

113 70 

119 60 

126 50 

133 40 

139 30 

 
体積による計量はこのままで問題ないが，質量の場合

は，その材料に応じて，質量を体積に変換し，変形す

る必要がある． 

3. 考察と議論  

スプーンがデジタルデータに基づき変形するため，

適切な量がユーザは特に計量する必要なく得られる．

その点で，スプーンを選んだり，計量する手間がなく

なるため，作業工程が省略できる．しかし，smoon だ
けでは，変形するだけで本当の意味でユーザが計量を

意識せずに調理を可能にすることはできない．調理に

おいては複数の材料，調味料が必要であるため現在何

を計るべきか，入れるべきかまで支援しなければ計量

を意識させない調理は実現できない．そのため，調理

の時間的なナビゲーションと連動する必要がある．	
 

smoon のコンセプトの流れから考えれば，ユーザには
一切計るという感覚なしに調理をすすめられることが

望ましい．そこで，たとえば，ユーザが今何をすべき

かを中心にユーザに指示するといった手法が考えられ

るだろう．すなわち，調理の段取りに応じて，今やる

べきことを指示し，調味料などを入れるシーンになる

と smoon がその容量に変形しユーザは，調味料など
の材料を smoonに掬えば適切に料理ができる． 
	
 次に Web の実世界化の観点から考察する．Web 上
にデジタル化されたレシピが多く共有されているが，

それらが実世界に物理的にフィードバックを与えるも

のはこれまでにほとんどなかった．それらを計量カッ

プという調理における日常的な道具と連動し，ユーザ

は計量を意識せずに調理が可能になる． 
	
 smoon でベースとした nuscup などひとつのスプー
ンで容量変更可能なスプーンは数社から発売されてお

り，アイデア商品ではある．容量を指示すれば強制選

択されるという点で，計量の容量調整が容易になると

考えられるが，計量という行為からユーザは解放され

ることはない．また計量に関して，１，２合など米櫃

のようなストックタンク（容器）側を工夫することで

適量を出す仕組みによる解決方法もあるが，材料ごと

にストックシステムが必要になることや，Web との
連動を考えると現時点では，計量スプーンを改良する

ことが望ましいと考えている． 
	
 物理的な料理支援の手法にはユーザがあらかじめタ

イムラインで調理の方法を計画し，ロボットがその通

り動くものもある[3]．また，料理支援は全体的な調
理のナビゲーションや記録，情報提示による支援，コ

ミュニケーションであることが多く[1][2][4][5]，物理
的な支援はあまりない． 

4. おわりに  

本研究では，レシピのデータに基づき自動変形する

計量スプーン smoon を提案し試作した．smoon によ
り，ユーザは計量を意識せずに適切な量の調味料や材

料を使うことができる．計量スプーンという従来から

ある調理器具とすることで，現在の調理シーンにスム

ーズに入り込めるだろう．今後はレシピと連動した総

合的な調理支援システムを構築していく予定である． 
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